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○ 資料の概要
鹿児島市では、鹿児島県が県内全ての公立学校の児童生徒と教職員に発行した共通の県域
ドメインによるアカウントを使用しています。アカウント管理ガイドには、県教育委員会、市教育委員
会、各学校が行うことを整理してあります。昨年度実施したアカウント管理のスケジュールや課題と対
策などがまとめられています。

○ 鹿児島市の担当者から
県域の共通ドメインを採用したこ
とにより、県内のどの市町村から転
出入があっても同一のアカウントを
使い続けられます。小学校から高
等学校まで同一のアカウントにする
ことで、12年間にわたる学習の成
果物の保存や蓄積が可能になって
います。
日常的なアカウント管理は学校
に任せていますが、年度更新の作
業の時期は学校も非常に忙しい
時期なので、教育委員会ができる
ことは一括して処理を行うようにし
ています。

〇 鹿児島市の学校数・児童生徒数
小学校 79校 児童数 32,852名
中学校 34校 生徒数 16,121名
高等学校 3校 生徒数 2,039名

（令和３年５月１日現在）

導入端末
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県域ドメインによる運用のメリット

県内であれば，市町村をまたいで転校しても，同じアカウントを使い続けられる。

県内の教職員異動の際も，アカウントを継続的に使用可能。

進学（小学校～高校まで）しても，同じアカウントを使い続けられる。

小学校から高校までの１２年間に渡る学習成果物の保存や蓄積が可能

→ 学習ログの蓄積

市町村教育委員会にとって，アカウント作成に関するポリシー策定作業の

簡略化，統一化による設定作業の軽減（自治体独自の設定も可能）

導入期における児童生徒のアカウント作成作業が不要

▮ 鹿児島県における県域ドメインによる運用

Microsoft365 A1 ・ Google Workspace
両方が県域(全市町村)で利用可能 1



●県下教職員を対象とした「鹿児島県GIGAスクールオンラインセミナー」において

●市町村教育委員会担当者向け「県域ドメイン運用」に関する説明会(オンライン)

▮ １人１アカウントの意義や必要性に関する研修
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▮ 児童生徒用IDカードの配布

〇児童生徒の「アカウントの大切さ」に関する理解の促進
〇教育委員会又は学校におけるアカウント発行（「IDカード」）の作業の軽減
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▮ アカウント管理は Web ブラウザから

Microsoft 365 管理センター ／ Microsoft Azure

PowerShell … 教育委員会単位等で，一度に多くのアカウント処理を行う場合に有効
https://docs.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/connect-to-microsoft-365-powershell?view=o365-worldwide

新規登録・属性情報等の一括変更は、
CSVファイルで250人まで
PowerShellを使うと5,000人まで

GIGAスクール | Office 365 の運用管理 Tips : https://qiita.com/hisaho/items/5eedb1238d568f993daf 4



▮ Microsoft Excel からも管理可能※1

アカウント処理をより簡易にするためのツールの一例

※1: School Shuttle https://www.progdence.co.jp/schoolshuttle/ 5

簡易な操作で、学校（教委）別ユーザ取得し、一括で処理可能なシステム導入



▮ 端末管理(Intune for Education)

Windows アップデートの制御（授業中にアップデートさせない)

アプリケーションの配布

[設定] のアクセス制御

セーフサーチの有効化

YouTubeの制限モードの有効化

リモートワイプ（端末紛失時)

：

：
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▮ 端末管理(Intune for Education)

鹿児島県立高校

のデバイスグルー

プ

姶良市の

デバイスグループ

鹿児島市の

デバイスグループ

伊佐市の

デバイスグループ

薩摩川内市の

デバイスグループ

Intune for Education

各市町村教育委員会ごとに
デバイスグループを作成し、
グループごとにポリシーを管理
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▮ 「アカウント管理ガイド」の作成①
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▮ 「アカウント管理ガイド」の作成②

どんな場合に

どんな作業を

誰が（どこが）

いつ（いつまでに）
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▮ 「データの取扱い」について

データ（学習成果物等）の確認
「何を引き継ぐか？何を引き継げるか？誰が作業するのか？いつまで保存・有効化しておく

のか？」等を、利用している各サービスごとに明らかにしておく。
（１）オンラインストレージ内（OneDrive、iCloud、Googleドライブ等）の学習成果物

個人で作成したもの・共有しているもの（コンテンツ移行可能なもの）
例：ワークシート、プレゼンテーションスライド、画像・動画、フォーム、メールデータ等

（２）アプリケーション内の学習履歴
例：授業支援システム内の学習データ（成果物）、情報モラル教材の個人スコア、

デジタルドリル等の学習履歴等のデータ
（３）校務支援システムにおける保存データ

「データ取扱いに関するマニュアル」の作成

（１）児童生徒
○進級時 ○進学時 ○転出時（域内） ○転出時（域外） ○卒業時

（２）教職員
○転出時（域内） ○転出時（域外） ○退職時

10



▮ 「データの移行」 例：「Google Workspace」

・コンテンツの移行を可能にしておく。

・児童生徒各自でデータの移行を行う。
※移行期限を定めておく、学校で日時を設定し一斉に行うことも良い。

・移行されないデータを確認しておく。

・個別に、個人アカウントに引き継ぐことも可能
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▮ 「データの移行」 例：「Microsoft３６５」

・児童生徒各自でデータの移行を行う。
※期限を定めておく、一斉に行うなど

・共有のデータを消してしまわないようにする。

Teams内で必要なデータを確認しておく。

Microsoft TeamsMicrosoft Teams

Microsoft OneDriveMicrosoft OneDrive
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▮ 進級・進学時・転出（域内）の対応

新年度、進級に伴い、以下のクラスを明らかにする。
※サービスごとに特徴が異なる。
「繰り越す（引き続き使用）」
→ 年度に関係なく継続的に利用するクラス

「アーカイブ（使用は停止、データは保存）」
→ クラスを更新する必要があるものの、

場合によっては、再度利用する可能性が
あるもの（一定期間後に削除することを想定）

「削除（完全に消去）」
→ 必要なデータが移行されたことが確認され、

残しておく必要のないもの

進級・進学前に手順を示し、
データを整理・移行する時間を

各学級レベルで設定し、
児童生徒自身で

確実に必要なデータを
引き継ぐことも考えられる。

Teamsのチームのアーカイブ
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▮ 進級・進学時・転出（域内）の対応

進級・進学の際に必要な作業を削減にするために、アカウントに紐づく属性
情報を、必要最小限にすることも必要。

例：クラスの作成は、児童生徒が「参加コード」を入力する形式に

Microsoft Teams
Google クラスルーム

授業支援システム

クラス参加コードでクラスを作成することで、アカウントの属性か
ら、「学年」「学級」などの項目を毎年、更新する必要がなくなる。
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▮ 転出（域外）・卒業時の対応

①転出・卒業時の名簿作成（学校）

②サービスごとのデータの移行等について確認
（設置者及び学校）

③児童生徒へのデータ移行方法と移行期間に関する周知、
あるいはデータ移行日を定めて一斉にデータ移行を実施

④データ移行期間後、一定期間、アカウントを停止
※データの移行漏れ等に対応（１～３か月程度）

⑤アカウントの削除処理

個人アカウント移行
外部媒体に出力
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▮ アカウント管理に関するスケジュール

具体的な作業内容、担当(県、市、学校等)作業期間等をガントチャートに示す。
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▮ 「市アカウント管理オンライン研修会の実施（５月・１２月）

管理に必要な情報はTeamsで共有、
質問等には、随時回答

「マニュアル」「研修動画」を共有
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▮ 「Teams」を活用した情報交換

「Teams」内で、相互に問題解決
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▮ アカウント管理の課題と対策

●繁忙期の作業は教育委員会、日常的なアカウント管理は学校で。

●転出処理は確実に。県内の転入処理は不要にする。

●アカウントの削除は、データの移行期間を設け、

一定期間経過後に。それまでは「停止(Inactive)」に。

●年度更新を簡易にするために、

入力属性は極力少なく。「学年」「組」は設定しない運用も可。

●アカウントの学校間（市町村間）の引継ぎ時の

トラブル対応のマニュアル化。

●氏名の外字対応は難しい。カタカナ、ローマ字でも可。

●各学校の転出事務処理の手引にアカウント処理も追加。
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